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現場の支援
•課題のある橋梁の診断・処方

•蓄積した知見を提供
•現場技術者への技術移転
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CAESARの役割

情報交流の場
•最新の技術情報が集まり交
流・発信できる場の提供

現場の支援
•課題のある橋梁の診断・処方
•蓄積した知見の提供

研究開発
•臨床研究に基づく現場で活用
できる技術の開発

構造物の保全技術の中核的な研究拠点
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CAESARの研究方針

構造物の予防保全型メンテナンスに資する技術開発

社会インフラの長寿命化・最適化を目指した更新・新設に関する研究

大規模地震に対するインフラ施設の機能確保技術の開発

「荒廃する日本」にしないための研究

より長寿命な構造物への更新・新設を実現させるための研究

「災害脆弱国家・日本」としないための研究
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今期中長期計画(R4-R9)における主要研究

⑤支承の予防保全型ﾒﾝﾃﾅﾝ
ｽに関する研究

• 支承部の機能障害につながる変状を予
防保全段階で検知する手法等

④河川洗掘に対応した橋
梁下部構造の予防保全型ﾒ

ﾝﾃﾅﾝｽに関する研究
• 基礎の洗掘（河川と連携した対策工
法）

③コンクリート橋の予防
保全型ﾒﾝﾃﾅﾝｽ
に関する研究

• コンクリート橋の塩害、RC床版の 土
砂化

②鋼橋の予防保全型
ﾒﾝﾃﾅﾝｽに関する研究

• 目視困難、狭隘部の点検診断措置技
術、、ドローンによる点検省力化

①診断AIシステムの構築と
診断の信頼性向上に関する研究

• 損傷メカニズムの解明と診断セットの体系化、診断技術の確立
• 現場実務に適用可能な診断AIシステムの構築（実証を繰り返し随時改良）

構造物の予防保全型メンテナンスに資する技術開発

⑥3次元挙動を考慮した信頼性の高い新設橋の設計⼿法の開発
• ３次FEM解析の高度化による鋼橋の疲労耐久性に優れる構造の提示や照査方法の提案
• ３次元簡易解析（骨組み）の高度化による鋼桁橋の応答評価方法の提案 →実応答の再現性向上

⑦リスクマネジメントに基づく道路橋のレジリエンス技術に関する研究
• レベル２地震動に対する迅速な応急復旧を実現する新技術・新材料の評価技術、超過外力に対する損傷制御設計法の開発

⑧多様な現場条件に対応した道路橋基礎の耐震補強技術に関する研究
• 多様な現場施工条件や耐震性不足要因に応じた補強工法の性能検証法及び設計法

社会インフラの⻑寿命・最適化を⽬指した更新・新設に関する研究

⼤規模地震に対するインフラ施設の機能確保技術の開発



構造物の予防保全型メンテナンスに資する技術開発

社会インフラの⻑寿命・最適化を⽬指した更新・新設に関する研究

⼤規模地震に対するインフラ施設の機能確保技術の開発

4

令和８年度からの重点研究など

④鋼部材の耐久性設計における作用とその影響の不確実性の考慮方法の提示
⑤コンクリート構造接合部の合理的設計法に関する研究
⑥道路橋下部構造の設計及び施工に関する実態調査

⑦地震後の道路橋の点検・診断に資するAI・デジタル技術の活用に関する研究
⑧設置条件を踏まえた制震ダンパーの評価手法に関する研究
⑨損傷制御を考慮した橋梁の耐震補強方法に関する研究
⑩橋台及びアプローチ部の耐震性強化技術に関する研究
⑪積層ゴム支承のせん断抵抗の品質評価手法に関する研究
⑫大規模データ解析に基づく耐震設計の信頼性向上に関する研究

※修繕工事の進捗に伴って明らかになってきた技術的課題や新
技術に対する検証手法の構築等、事後保全の課題にも対応

予防保全に関する技術開発（主要研究を補う研究）
①コンクリート橋の桁端部の予防保全的塩害対策に関する研究

事後保全に関する技術開発※（部材の補修設計の研究）
②塩害により劣化したコンクリート橋の外ケーブル工法による補強設計法に関する研究
③FRPシート接着されたコンクリート橋の限界状態設計法に関する研究

＜凡例＞ 朱書き：R8新規課題
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他機関との協働

道路管理者
自治体、高速会社

業団体
橋建協  PC建協
全地連  建コン協

日本支承協会 ゴム支承協会

土木研究所
寒地

iMaRRC
道路技術研究G
地質・地盤研究G
河道保全研究G

研究機関
大学、学会、国研

国交省
道路局、国総研、地整

道路協会
土研センター

JICA FHWA
PIARC fib、、
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道路管理者との協働＜沖縄県＞
〇2009年3月18日に沖縄県、（公財）沖縄県建設技術センター※と「沖縄県離
島架橋100年耐久性検証プロジェクト」に関する協力協定を締結

※2025年から琉球大学も加盟

〇目的：厳しい塩害環境下にある沖縄県の離島架橋を対象とした調査を通し
て、 100年余供用するための維持管理手法の確立
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道路管理者との協働＜沖縄県＞
○伊良部大橋において、過酷な塩害環境でのコンクリートの耐久性を検証すべ
く、下部構造のコアを建設段階から定期的に採取

伊良部島

宮古島伊良部大橋

いらぶ

伊良部大橋
・2015年1月開通
・橋長3,540m
・平成14年道路橋示方書適用
・塩害の対策区分：S
・下部構造：かぶり90mm＋エポキシ樹脂塗装鉄筋使用
・沖縄県では塩害に加え、アルカリシリカ反応への対策が課題
→塩化物イオン浸透とアルカリシリカ反応の抑制などを目的として
フライアッシュコンクリートを採用
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道路管理者との協働＜沖縄県＞
○P21橋脚とP41橋脚は、耐久性追跡調査を目的とした継続的なコンクリート
コア採取が可能となるように、建設当初から、塩害対策の観点から必要とな
るかぶりに加えて120mm増厚

○2010年から2023年までの約14年間に，P21橋脚では計5回，P41橋脚では計4
回の調査を実施
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道路管理者との協働＜沖縄県＞
○塩化物イオン浸透：コンクリート表面から深さ50ｍｍ以深には塩化物イオン
の浸透は確認されず

○経過年数6年及び14年では、中性化による塩化物イオンの濃縮を確認
⇒同じ橋脚，採取区画内においても塩化物イオンの浸透状況に違い
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道路管理者との協働＜沖縄県＞
○見掛けの拡散係数：経年に伴い低下。経過年数6～7年以降は概ね一定で推移
⇒フライアッシュのポゾラン反応によりコンクリート内部が緻密化したこと
で塩化物イオンの浸透が抑制されたことが寄与したと考えられる

P21橋脚

P41橋脚
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道路管理者との協働＜沖縄県＞
○県が策定する離島架橋に係る維持管理マニュアルやフライアッシュコンク
リートの配合及び施工指針の策定・改定等に寄与

○その他、定期点検に対するアドバイス等
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道路管理者との協働＜富山市＞
〇2016年6月16日に富山市と「橋梁の維持管理に関する研究協力協定」を締結
〇目的：富山市が管理する道路橋の健全度の把握や措置の検討を通じた、自
治体の道路橋の維持管理業務の高度化・効率化手法の確立
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道路管理者との協働＜富山市＞
〇連絡会議を毎年実施し、意見交換を実施
〇連絡会議の開催にあわせて富山市が管理する橋梁に赴き、現地の状況を直
接確認しながら意見交換を行うことも

〇土研：地方公共団体における維持管理業務の現状を把握して今後の研究に
役立てる

〇富山市：当所が保有する様々な知見を維持管理の現場に活用

連絡会議の様子（R7年度）

現場視察（神通大橋）の様子（R7年度）
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道路管理者との協働＜富山市＞
〇富山市が管理する橋梁を土研の研究フィールドに

老朽化により撤去されたRCT桁の疲労載荷試験

五福４号橋
（富山市）

ゴフク バシ



15道路管理者との協働＜富山市＞

床版土砂化対策 滞水推定AIの開発

センターライン付近（舗装打継目）での床版土砂化

○コンクリート床版の土砂化は、橋の下からの点検（現状の目視点検）では
進行するまで発見できない。



16道路管理者との協働＜富山市＞

床版土砂化対策 滞水推定AIの開発
○コンクリート床版の土砂化は、橋の下からの点検（現状の目視点検）では
進行するまで発見しづらい。

損傷の兆候無し（５年前）

陥没が発生



17道路管理者との協働＜富山市＞

床版土砂化対策 滞水推定AIの開発
○土砂化の原因となる床版上面の滞水に着目
○電磁波レーダを用いて滞水範囲を推定する「滞水推定AI」を開発

③土砂化

①健全 ②湿潤～
初期劣化

④深層
土砂化,
陥没

床版土砂化の発生メカニズム（推定）



18道路管理者との協働＜富山市＞

床版土砂化対策 滞水推定AIの開発

AIを活用した道路橋メンテナンスの効率化に関する共同研究
（実施期間：2021年3月10日～2026年3月31日）

連携
地整MC

・フィールドの提供
・撤去床版の提供

大日本ﾀﾞｲﾔｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ
・取得データの分析

土木研究所 CAESAR
・滞水推定AIの開発及び改良
・非破壊検査技術の適用性の検証
・点検手法の提案

ニチレキ
復建技術ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ

・非破壊検査の実施

茨城県
富山市

・フィールドの提供



19道路管理者との協働＜富山市＞

床版土砂化対策 滞水推定AIの開発

RC床版の土砂化に関する現地調査

小長谷橋
（富山市）

コナガタニバシ



20道路管理者との協働＜富山市＞

床版土砂化対策 滞水推定AIの開発

○A,B,Cライン合計で正解率は80%程度、見逃し率は10％程度
○成果は共同研究報告書として公表済み。教師データも提供可

AIの推定結果と滞水範囲の比較検証

：実際の滞水範囲



21道路管理者との協働＜富山市＞

洗堀対策

2カ月間の通行止め
2023年10月仮設歩道橋開通
全面復旧は2028年を目標

2021年被災

直近5年間における河川橋梁の洗掘被災事例

※土研で把握している主な被災事例のみ掲載

○洗掘による橋梁の被災が毎年全国的に発生
○橋梁の洗掘被災メカニズムを理解して、適切に状態を把握することが重要

道路橋の被災 鉄道橋の被災

傾斜 洗掘

鉛直変位

流向



22道路管理者との協働＜富山市＞

洗堀対策

レッドロープ等を用いた水深計測 深浅計測

○富山市管理橋梁の洗掘調査
・2023年から梅雨や台風等による出水の前後に洗掘調査を実施（４～5橋）
・水深・流速の計測や橋梁周辺の流況の観察を実施



23道路管理者との協働＜富山市＞

洗堀対策

魚群探知機(音響ソナー)を用いた河床計測

特徴
・リアルタイムで計測対象との距離が計測可能
・橋脚や基礎の露出状況が確認可能
・濁度の影響を受けない

計測した音響画像の例

ポールを回転させると
魚探も連動して回転

浮体の下に魚探を設置

河川に近づくことなく、橋の上から任意の360度方向に計測可能

○橋の上から簡易な方法で洗掘調査ができる点検手法を開発中。



24道路管理者との協働＜富山市＞

洗堀対策

P1橋脚上流側7測線の計測画像

岩
(?)

流
向

①

②

③ ④ ⑤

P1

護岸

護岸

橋脚 橋脚 洗掘
孔

洗掘
孔

洗掘
孔

60cm

P１の側面(⑤～⑦)で60cm程度の洗掘深を確認

⑥

⑦

計測した音響画像の結果（P1上流側）
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現場の支援＜令和８年熊本地震＞
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現場の支援

亀裂が生じた鋼橋に関する技術支援
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現場の支援

耐震補強工事中に損傷した橋に関する技術支援
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共同研究（コンクリート関係）
〇道路管理者、産、学と連携した研究を実施中

ASR・塩害の
複合劣化

FRP補修・補強
設計法

立体挙動を考慮した
設計法

外ケーブル補強
設計法

プレキャスト部材
接合部の設計法

耐久性能の
信頼性評価法
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共同研究（FRP補修・補強設計法）

社会資本整備審議会道路分科会第16回道路技術小委員会（2022年3月22日）
【資料５】２）道路橋の技術基準に関する検討の方向性道路橋の技術基準の改定と充実に向けた検討の方向性
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共同研究（FRP補修・補強設計法）
○FRPは高強度・高耐食性・軽量。道路橋の補修・補強材料として多く適用
○疲労寿命予測式の構築に向けた検討、定着構造の標準化に向けた検討を現在
実施中
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共同研究（FRP補修・補強設計法）

繊維補修
補強協会 土木研究所

早稲田大学
弘前大学
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共同研究（FRP補修・補強設計法）
○主筋/配力筋方向の補強量の違いが疲労耐久性に及ぼす影響を検討すべく、
補強量を変化させた輪荷重走行試験を実施

実験供試体

主筋方向（橋軸直角方向）
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さいごに

CAESARが大切にする価値観
「現場の役に立つ」

これからも関係者と共に技術を磨き、
最新の技術を全国へ
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さいごに 交流研究員を募集しています
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